
○関係森林法抜粋 

（昭和二十六年六月二十六日法律第二百四十九号） 

最終改正：平成二三年六月二四日法律第七四号 

 

（保安林における間伐の届出等）  

第三十四条の三 

保安林においては、当該保安林に係る指定施業要件に定める立木の伐採の方法に

適合し、かつ、当該指定施業要件に定める伐採の限度を超えない範囲内において間

伐のため立木を伐採しようとする者は、第三十四条第一項第一号、第四号から第七

号まで及び第九号に掲げる場合を除き、農林水産省令で定める手続に従い、あらか

じめ、都道府県知事に森林の所在場所、間伐立木材積、間伐方法その他農林水産省

令で定める事項を記載した間伐の届出書を提出しなければならない。 

２ 前条第二項から第四項までの規定は、前項の規定による間伐の届出について準用

する。この場合において、同条第二項中「伐採立木材積又は伐採方法」とあるのは、

「間伐立木材積又は間伐方法」と読み替えるものとする。 

 

（保安林に関する規定の準用） 

第四十四条 

保安施設地区の指定については、第二十九条、第三十条、第三十一条、第三十二

条第一項から第四項まで、第三十三条第一項から第五項まで及び第三十九条の規定

を、保安施設地区に係る指定施業要件の変更については、第二十九条、第三十条、

第三十二条第一項から第四項まで及び第三十三条第一項から第五項までの規定（農

林水産大臣による保安林の指定に関する部分に限る。）並びに第三十三条の二第一

項の規定（農林水産大臣による保安林の指定施業要件の変更に関する部分に限る。）

を、保安施設地区に係る指定施業要件の変更の申請については、第二十七条第二項

及び第三項、第二十八条並びに第三十三条の二第二項の規定（農林水産大臣に対す

る申請に関する部分に限る。）を、保安施設地区の指定の解除については、第三十

三条第一項から第三項までの規定を、保安施設地区における制限については、第三

十四条から第三十四条の三までの規定を準用する。ただし、保安施設地区の指定に

係る森林が保安林である場合には第三十一条、第三十四条から第三十四条の三まで

の規定、災害を復旧するため緊急に保安施設事業を行う必要がある場合には第三十

二条第四項の規定は、準用しない。 

 


